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１．昨年度の大会について 

新人大会、九州新人選手権大会 

新チームになって初めての県大会である。中には公式戦自体が初めてとなる１年生も出場する。そのような緊張感あふれる

中、男子は龍谷高校・唐津工業高が３勝 1 敗で並んだものの総的中で龍谷が２本上回り優勝した。女子は早稲田佐賀が３勝１敗

で優勝した。これに続く九州弓道新人選手権大会は、女子団体で鹿島実業が準優勝の活躍を見せた。また個人戦では武雄高校

の宮口葵衣が優勝し九州女王となった。 

高校選手権大会兼全国選抜大会佐賀県予選会 

男子は全勝で鹿島実業、女子は武雄が３勝１敗で優勝した。栃木県宇都宮市で開催された「第３４回全国高等学校弓道選抜大

会」では、女子団体で武雄高校が決勝トーナメント進出をかけた競射に残るも惜敗した。 

高校１年生錬成大会 

１年生の競技力向上・基本事項の講習等を目的に行っている大会である。 

高校２年生大会 

平成２５年度から新たに創設した県内大会である。全国選抜大会が３月から１２月へと時期を早め、それに伴い県予選も早まっ

たため、４月まで約５ヶ月間も実力を試す機会が無いことを憂え、２年生の強化を目的として設けられた。目的がどの程度達成さ

れているかは検証中である。試合は男子は唐津工業高校、女子は鹿島実業高校が優勝した。 

 

２．今年度の大会について 

春季大会(高取杯) 

年度の初めは佐賀県弓道連盟主催の春季大会から始まる。この大会は「高取杯」として佐賀県弓道界に功績の大きかった故･

高取盛範士を顕彰して開催されるものである。 

この大会は例年、佐賀県高校総合体育大会の前哨戦として注目されている。今年度は、男子は佐賀北高校、女子は唐津東高

校が優勝した。 

高校総体 

女子団体では、新人戦を制した早稲田佐賀。選抜県予選を制した武雄。春季大会を制し、総体４連覇を狙う唐津東を中心に予

想された。結果は唐津東が安定感抜群の試合展開で他校を寄せ付けず２年連続の６戦全勝で見事４連覇を達成した。 

一方、男子団体では上位リーグ常連の唐津東・唐津工業・早稲田佐賀。春季大会優勝の佐賀北など昨年に続き優勝校予測が

難しい顔ぶれのリーグ戦となった。最終的には５勝１敗で常に安定して高的中を維持した唐津工業が優勝し、２連覇を達成した。 

九州総体・全国総体 

大分市で開催された九州大会では女子団体で鹿島実業が３位。男子団体で唐津工業がベスト８であった。個人では、谷口(唐

津工業)が 5位入賞の活躍を見せた。 

鳥取県米子市で開催されたインターハイでは、残念ながら団体個人ともに予選を通過することはできなかった。 

九州ブロック国体・国体 

宮崎県で開催された九州ブロック国体では男女アベックで 3 位に入賞し、男子は平成 11 年以来 17 年ぶり、女子は？年ぶり

（正式な記録が残っていないため、はっきりしたことはわからない）に本国体に進出することができた。 
岩手県奥州市で開催された本国体では男子が近的であと1本、遠的であと9点取れば予選を通過できたが、どちらも１

本が遠く、惜しくも予選通過とはならなかった。 
 

 

３．弓道専門部活動について 

昨年に引き続き、国体選考会において専門部指名選手の枠を作り、男女各7名の選手を指名した。そして、その中から男女各



２名が選考会を勝ち抜き代表選手となった。さらに今年度はその国体チームが男女アベックで本国体に出場するという快挙を成

し遂げた。本国体への出場は男子は平成11年以来17年ぶり、女子は？年ぶりのことであった。 

平成３５年には佐賀国体がある。これからの課題の一つとして、どのように選手を強化していくのかを考えていかなければなら

ない。 

最後になりましたが、日頃から、佐賀県高校弓道へのご理解とご協力を賜っている佐賀県弓道連盟、佐賀県高等学校体育連

盟をはじめ、県内高校弓道関係者の皆様に心より感謝いたします。また、今後とも佐賀県高校弓道部員と弓道専門部にお力添え

をいただきますよう、心よりお願いいたします。 

 

 １．県大会の成績  

平

成

２

７

年

度 

大会 区 分 １位 ２位 ３位 

新
人
大
会 

男
子 個人 

① 川原 竜一郎（小城）8中 ② 伊藤 誠 （唐津工）8中 ③ 谷口 慶樹（唐津工）7中 

④ 龍 浩平  （龍谷）7中 ⑤ 花田 翔太（龍 谷）7中  

団体 龍谷Ａ ３勝１敗 44中 唐津工Ａ ３勝１敗 42中 唐津東Ａ ２勝２敗 51中 

女
子 個人 

① 永田 真瑠（唐津東）8中 ② 瀨戸菜奈恵（鹿島実）8中 ③ 宮口 葵衣（武 雄）7中 

④ 宗  瞳 （唐津東）7中 ⑤ 市丸 和泉（鹿島実）7中  

団体 早稲佐Ａ ３勝１敗 52中 鹿島実Ａ 2勝2敗 50中 致遠館Ａ ２勝２敗 48中 

選
手
権
兼 

全
国
選
抜
予
選 

男
子 

個人 伊藤 誠（唐津工）11中 廣田 雄大（唐津工）10中 原 光輝（清和）10中 

団体 鹿島実Ａ 4勝0敗 35中 唐津工Ａ 2勝2敗 31中 早稲佐B 2勝2敗 29中 

女
子  

個人 宮口 葵衣（武雄）11中 宮﨑 いずみ（致遠館）9中 黒田 奈那（鹿島実）9中 

団体 武雄Ａ ３勝１敗 32中 唐津東Ａ 3勝1敗 28中 唐津東B 2勝2敗 31中 

１
年
生 

錬
成
大
会 

男
子 

個人 伊藤 雄太郎（早稲佐）７中 長井 悠斗（小城）６中 古川 徳彦（早稲佐）６中 

団体 早稲佐B １０／８／１２ 小城B ９／５／１０ 早稲佐A  佐賀北A 

女
子 

個人 嶋田 奈月（清和）７中 村山 明日香（清和）６中 江口 穂香（武雄）６中 

団体 小城A ５／６／７ 白石B ７／５／５ 武雄B  清和A 

２
年
生 

男
子 

個人 谷口 慶樹（唐津工）７中 楢田 竜生（唐津工）7中 西 出帆（唐津東）7中 

団体 唐津工B ９／７／９ 唐津工A ８／８／6 白石A  唐津東B 

女
子 

個人 河内 更紗（佐賀西）8中 野田 真琴（小城）7中 笠原 ゆりえ（武雄）6中 

団体 鹿島実B ８／５／７ 小城A ７／９／６ 鹿島A  唐津東A 

平

成

２

８

年

度 

春
季
大
会 

男
子 

個人 松尾 健志（白石）７中 井上 晃希（唐津工）７中 大島 海飛（武雄）７中 

団体 佐賀北Ａ14/15/12/17 唐津東Ａ17/15/14/15 早稲田佐賀Ａ  白石Ａ 

女
子 

個人 福田 慕景（早稲田）８中 德田 沙也佳（唐津東）７中 楠田 栞里（佐賀西）７中 

団体 唐津東Ｂ 11/13/12/16 武雄Ａ 9/11/10/8 佐賀西Ａ  鹿島実業Ａ 

高
校
総
体 

男
子 

個人 
① 大島 海飛（武雄） ② 谷口 慶樹（唐津工業） ③ 中島 直人（武雄） 

④ 土井 太一（佐賀西） ⑤ 近江 佳紘（早稲田佐賀） ⑥ 脇山 喜輝（唐津東） 

団体 唐津工Ａ 5勝1敗 83中 佐賀北Ａ 4勝2敗 78中 唐津東Ａ 4勝2敗 70中 

女
子 

個人 
① 古川 日向子（伊万里） ② 荒田 莉珠（唐津東） ③ 立川 友菜（小城） 

④ 柴田 桃子（武雄） ⑤ 糸山 仁恵（佐賀北） ⑥ 増田 夏子（佐賀西） 

団体 唐津東Ａ ６勝０敗 ７６中 鹿島実業Ｂ ４勝２敗 ６７中 佐賀西Ａ ４勝２敗 ６７中 

国
体
選
考 

遠
的 

男子 樋渡 弘樹（佐賀西）66点 龍 浩平（龍谷）６４点 佐々木 秀一（唐商）５８点 

女子 瀨戸 菜奈恵（鹿実）５２点 野方 沙耶（太良）３８点 松枝 亜希（佐賀西）３７点 

近
的 

男子 花田 翔太（龍 谷）１１中 篠原 優大（致遠館）１１中 井上 裕人（唐津工）１０中 

女子 野方 沙耶（太 良）１０中 中尾 水紀（唐津東） ７中 横田 理紗（龍 谷） ７中 

 

 



２．九州大会・全国大会の成績 

 

第23回九州高校弓道新人選手権大会〔KIRISHIMAツワブキ武道館:宮﨑市〕（H27/10/30～11/1） 

男子団体 龍 谷  予選22中／４０射で敗退（予選14位タイ） 

唐津工  予選25中／４０射で敗退（予選8位タイ）競射3/5・・・通過本数は 4/5 

唐津東  予選18中／４０射で敗退（予選24位） 

※参考：25中で決勝進出の競射→1/5チーム通過 

 

女子団体 早稲佐    予選14中／４０射で敗退（予選23位タイ） 

鹿島実  予選25中／４０射で通過（予選2位） 

決勝トーナメント１回戦 対 九州産業 （福岡）  13－12で勝ち 

決勝トーナメント２回戦 対 大分雄城台（大分）  14－13で勝ち 

決勝トーナメント決勝戦 対 延岡学園 （宮﨑）  13－1６で負け・・・準優勝 

致遠館  予選17中／４０射で敗退（予選14位タイ） 

※参考：21中で決勝進出 

 

男子個人 川原竜一郎（小 城）  予選3中／８射で敗退 

伊藤 誠 （唐津工）  予選7中／８射で通過→決勝1本目で失中 

谷口 慶樹（唐津工）  予選7中／８射で通過→決勝11本目で失中・・・3位入賞 

 

女子個人 永田 真瑠（唐津東）  予選１中／８射で敗退 

瀨戸菜奈恵（鹿島実）  予選5中／８射で敗退 

宮口 葵衣（武 雄）  予選６中／８射で通過→決勝2本目・・・優勝 

 

第3４回 全国高校選抜弓道大会〔ブレックスアリーナ宇都宮：宇都宮市〕（H27.12/24～26） 

男子団体 鹿島実  予選６中／１２射で敗退（予選35位タイ） 

 ※参考 ８中で決勝進出の競射→２/１１チーム通過・・・通過本数は３／３，３／３ 

 

女子団体 武雄  予選７中／１２射で敗退（予選15位タイ）競射１／３ 

 ※参考 ７中で決勝進出の競射→２/14チーム通過・・・通過本数は３／３，１／３ 

 

男子個人 伊藤 誠 （唐津工） 予選３中／４射で準決勝へ 

準決勝４中／４射で決勝へ 

決勝３本目で失中 

廣田 雄大（唐津工） 予選４中／４射で準決勝へ 

準決勝４中／４射で決勝へ 

決勝１本目で失中 

 

女子個人 宮口 葵衣 （武 雄） 予選２中／４射で敗退 

宮﨑 いずみ（致遠館） 予選３中／４射で準決勝へ 

準決勝１中／４射で敗退 

 

第62回 全九州高等学校弓道競技大会〔大洲運動公園弓道場：大分市〕（H28.7/9～10） 

男子団体 唐津工  予選24中／４０射で敗退（予選８位タイ） 

決勝１回戦 対 長崎北陽台（長崎） 13－15で負け・・・ベスト８ 

佐賀北  予選２0中／４０射で敗退（予選13位タイ） 

※参考：２４中で決勝進出の競射→1/２チーム通過 

 

女子団体 唐津東  予選18中／４０射で敗退（予選14位タイ） 

鹿島実業 予選28中／４０射で通過（予選 1位） 

決勝１回戦 対 玉名工業（熊本）10－1７で勝ち 

準決勝   対 延岡学園（宮崎）９－１６で負け・・・３位入賞 

※参考：２２中で決勝進出の競射→1/２チーム通過 

 

男子個人 大島 海飛（武雄）    予選 8中／１２射で敗退 

谷口 慶樹（唐津工）   予選１０中／１２射で通過 → 決勝３本目で失中、5位入賞 



中島 直人（武雄）    予選 １中／１２射で敗退 

土井 太一（佐賀西）   予選 8中／１２射で敗退 

近江 佳紘（早稲田佐賀） 予選 7中／１２射で敗退 

※参考：１０中で決勝進出 

 

女子個人 古川 日向子（伊万里）  予選 2中／１２射で敗退 

荒田 莉珠（唐津東）   予選 11中／１２射で通過 → 決勝１本目で失中 

立川 友菜（小城）    予選 2中／１２射で敗退 

柴田 桃子（武雄）    予選 7中／１２射で敗退 

糸山 仁恵（佐賀北）   予選 5中／１２射で敗退 

※参考：10中で決勝進出 

 

第6１回 全国高等学校弓道大会〔鳥取県立武道館特設弓道場：鳥取県米子市〕（H28.8/3～6） 

男子団体 唐津工  予選１１中／２０射で敗退（予選33位タイ） 

※参考：12中で決勝進出 

 

女子団体 唐津東  予選 ７中／２０射で通過（予選43位タイ） 

※参考：10中で決勝進出の競射→6/8チーム通過 

 

男子個人 大島 海飛（武 雄）   予選  0中で敗退 

谷口 慶樹（唐津工）   予選  ３中で通過 

準決勝 ３中で通過 

決勝  ２本目で失中 

 

女子個人 古川 日向子（伊万里）  予選  ２中で敗退 

荒田 莉珠 （唐津東）  予選  ４中で通過 

準決勝 ２中で敗退 

 

第3６回 九州ブロック国体〔KIRISHIMA ツワブキ武道館 弓道場：宮崎市〕（H2８.8/20～21）  

男子 龍谷・佐賀西・龍谷 

近的 17中／２４射（３位タイ） 

遠的 119点（2位）       総合１２．５点(３位)→本国体へ 

※参考：近的 １７中／２４射（３位）  遠的 117点（３位）  総合１２．５点(３位) 

 

女子 鹿島実業・太良・龍谷 

近的 1８中／２４射（１位タイ） 

遠的  82点（4位）       総合 12．0点(3位)→本国体へ 

※参考：近的 17中／２４射（4位）  遠的 104点（３位）  総合 12．0点(３位) 

 

第71回 希望郷いわて国体〔水沢弓道場：奥州市〕（H2８.10/7～10） 

男子 龍谷・佐賀西・龍谷 

近的 １８中／２４射（９位タイ）で敗退 

遠的 117点（10位）で敗退 

※参考：近的 １９中／２４射（７位タイ）で通過 

遠的 128点（8位）で通過 

女子 鹿島実業・太良・龍谷 

近的 １１中／２４射（１７位タイ）で敗退 

遠的  62点（19位）で敗退 

※参考：近的 １６中／２４射（７位タイ）で決勝進出の競射→２/３チーム通過 

遠的 105点（8位）で通過 


